
JlPPLBD 

BABICによるテキスト・エディタ

文字列の形をしたプログラムやデータの編集ができ

る「テキスト ・ エディタ」をBASICで書きました. テ

キスト ・ エディタは， 特に成積処理など大量のデータ

を扱かうと きには大変便利ですから， まだ使っていな

い方にはぜひ使っていただきたいと 思います.

はじめに
テキスト ・エディタを作った動機の 1 つは次のとお

りです. 成績処理などのテープやディスクを使って，

比較的大祉のデータを扱かうプログラムでも， マイコ

ンに関しては， これまでに発表されたものは. 個々の

応用プログラムて\ キーボードからの入}jや， 入力さ

れたデータの編集 (修正. 部分的抹i肖， 挿入など) を

.T.KY.. 

行なっているのが普通のようです.

このようなプログラムの編集機能は， 一般に低く，

入力が正しく行なわれたかどうかを. 碓かめたり， 修

正したりするための， 充分な機能を持っていません.

また， このようなプログラムを作るたびに， データ

入力に関するプログラム (部分) を脊くのは， 労多く

益少ないと考えられます.

汎用のデータ入力・編集プログラムを作れば. この

ような問題は解決されます. それが『テキスト ・エデ

ィタ」 です(図1 ) . 

もう 1 つの動機は. APPL E IIにエディタが付属し

ていなかったことです. ただし. いまはお金を出せば

買うことができます.

そういうわけでエディタを作ることにしましたが，

作るにあたって次のようなことを目標 にしました

図1 応用プログラムを使った2種類の処理の方法

B. テキスト・エディタをつかった処地の}j法

A. !忌米よ〈りなわれていた処E哩σIHi去

" 
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図2 異なる機種で閉じヱディタをつかう方法

APPLEのためのエディタ

PC-8曲1のためのエディタ

本体に比べて機種依存部分が小さ( . かっ両者の独立性が高いほ
ど， 容易に多種多械な計算機に移植することができる.

01，000行程度のテキスト (プログラム， データ)を

作ってテープやディスクにしまrったり， テープやディ

スクにしまったテキストを編集し. 再びしまったりす

ることができること.
@容易につかえること.

@エディタ自体が容易に作れて， その修正も容易であ

ること.

@エディタの1 部を舎き替えるだけで， いろいろな機

樋(もちろんミ，ニコンや大型機も含みます)で使える

こと(図2 ) . 

.， r安全性心に気を配ること.

APPL E  11， P ETなどの マイコンでは， 機械語のプ

ログラムよりBASIC のプログラム の方が楽に4 気易

く扱うことができます.

したがって， 8はエディタを BASIC で舎くことを

支持してい ると考えられます.

また， BASIC以外の高級言語が普及していない現在

では， C)， OのためにもBASICなBASICで害くの が

良いのです.

した がって， エディタはBASICで， しかもな るべく

機種に依存する機能は使わずに書くよう心がけました

(機械語で書かれたエディタはいくつか発表されてい

ます(参考文献参照) し， メーカーでも供給してい る

ようですが， あまり普及していないようですに

@の r安全性』 というのは， 入力 の操作を誤って，

せっかく入力したデータを壊してしまう危険が少な

いことをいいます.

安全性にどのように気を配ったかは， 各コマンドの

説明のところで触れます.

コマン 明
次に， こ のエディタ(以下 BATE--B Asic Text 
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Editorと呼びます) の機能について説明します.

あとの使用例と見くらべるとわかり易いと思います

が， 理解するための最善の方法は使ってみ ることです.

BATEはメモリの中にテキスト(=行がいくつか並

んだもの) をた くわえ， そ のうちの 1 行をポインタが

指しています(図3). 

BATEの実行を開始した直後はテキスト は空ですが，

仮の行が 1 行あ ることにして， ポインタはそこをf行し

ています.

エディタは一般にコマンドを幾っか持っていて， エ

ディタの実行を終了させるコマンドを除けば， それら

を任意の順序で使うことができます.

B ATEのコマンドは，

@ポインタの指す位 遣を変え るもの.

@ポインタの指す行に対して作用するもの.

@ポインタの指す行の次の行から作用するもの.
@その他.

の 4 つに分けられます。

以下では， コ マンドの綴りと引数， そ の意味をコ マ

ンド ごとに述べます.

コマンドの綴りは， 省略できる部分を小文字で書き

ました. たとえば'ChangeAIIはCHANGEALLまたはCA

とタイプします.

J，:J，後.， 言己号?によって

わすことにします。

または 滝戻1 を表

各コマンドは， コ マンド 名をタイプしたあとに?を

入力し， 次に引数のあ るものは引数に続けて?を入力

します(普通のエディタではコ マンド名と引数を同じ

行にタイプしますが. BATEでは， 引数の型や数の異

な るコ マンドを同じIN PUT文で入力でき るように "

をはさむことにしました). 

引数の欄には， 引教のないものにはOを書きました.

図3 ポインタ

①ー→ 〈仮の行〉
②ー→ハジメノ ギョウ

ツギノ ギョウ

③一一→ツギノ ツギノ ギョウ

④ー→ツギノ ツギノ ツギノ ギョウ

ツギノ ツギ〆 ツギノ ツギノ ギョウ}テキスト

サイゴノ マエノ マエノ ギョウ

サイゴノ マエノ ギョウ

⑤ー→サイゴノ ギョウ

ポインタは①ー⑤のように子キストの任意の行を指す二とができ
る. (ポインタは1本て'ある).①はBATEの実行開始時の位置. ポ
インタが③の位置にあるときにBottomを実行すると⑤. Down 
1を実行すると④. Topを実行すると①. Up2を実行すると②に

ポインタは草，.る.
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矢線の上の文字列はBATEが出す. 四角およひ・丸のな かは人間がタイプしてやる.

また， 整数の引数をとるものはZ，文字列の引数をと | きます.

るものはS， コンマで区切られた文字列の引数を2っと

るものはSl，れの ように書きま した.

文字列はコンマなどを含まなければ引用符を付ける

必要はあ り ま せ ん.

なお， BATEはコマン ドの入力を要求するときは

や〉v， 整数Onteger)の入力を要求する と きは ホ1>"，

文字列(String)の入力を要求するときは い5>砂 で催

促します(図4 ) ， 

(1) ポインタの位置を変えるコマンド

いずれも図3を参照されたい.
Bottom 0: 

テキストの最後の行をポインタで指すようにしま
す。

Oown i: 
ポインタを呪在よりz行下.にずらしますU> 0) . 
もし， はじめポインタが指していた行の下に i 行

以下しかテキストがなかったときは， 、ENO，-，OF'-' 
FILEH と表示して. 効果はBottomと閉じです.

Top 0: 
テキストの最初の行より1つ前に似の行があるこ

とにして， そこをポインタで指すようにします. こ
の似の行は. テキストを入力する前からある似の行
に対応します.

Up i: 
ポインタを現在よりz行上にずらします(i> 0). 

初めにポインタが指していた行の上にi-1行以下し
かテキストがなかったときは， 、、BEGINNING，-，OF
，-，FILEH'と表示して. 効果はTopと同じです.

(j主意〕 これらのコマンドの実行にはポインタが移
動する行数に比例する時聞がかかります. APPLE 
IIの実数 BASIC の場合， 10 0 行/秒くらいの速度で

す. また， APPLE IIの場合 DownおよびUpは引
数の入力をもとめている時点で 引数を入れずに?を
かえすと， その コマンドの実行を中止することがで

き
ポ

，wn 
2Jに

(2 ) ポインタの指す行に対して作用するコマンド

以下 のコマンドはポインタの位置を変えません.
Change SI， S2 : 

ポインタの指す行に最初に表われる文字列Slを文
字列S2で置き替えます. SIが主主列のときは行の始め

戸 」」ι 少が挿入されます(使用例 1 . 参照). 
.j � わずかな誤りのある行を修正するときに使います.

Replace S: 

ポインタの指す行の内容を Sで置き替えます. 誤
りの多い行を修正するときに使います.また，In田rt
によっては空行(文字を合まない行) を入力するこ
とはできませんが， Replaceで空行を作ることがで
きます(使用例5. 参照). 

(3) ポインタの指す行のヨたから作用するコマンド

ポインタの指す行の次からテキストの終りまでに
表われるすべての文字列SIを文字列S2で置き替えま
す. ポインタの位置は変りません (Verifyコマン
ドの説明を参照). A 

〔注意〕 処芦するテキストの行数が多かった場合，
Change�lは最も実行 時間のかかるコ マンドです.
途中で短気をおこさないように.

OELETE i: 
ポインタの指す行の次の行から連続i行を抹消し

ます. lが6以上のときは， BATEはiの値が正しい
かどうかを尋ね， lIJまたはYESとこたえたときだけ
抹消を行ないます(これは， 誤って大きな数を入力
したり， 鍵盤のチャ タリングで大きな数が入ってし
まったときに. 必要なデー タが壊されてしまうのを

\防ぐためです.、、DELETE"とfull spellでなければ

〆
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ならないのも同様の理由からです).ポインタの位置
は変りません.

Find s: 

ポインタの指す行の次の行から最後までの聞で文
ア列5で始まる行を逐次さがし， それがあれば そこ
にポインタを移します.

なければ 、STRINGc.....NOT----FOUND" と表示し.
ポインタの位置は変りません.

sとして計予1Jを入力する(すなわち?だけを入力す
る)と， もっとも最近Findコマンドで指定された文
下手1Jをさがします.

したがって. ポインタの指す行の次からn番目に
ある文子:列が剖われる場所をきがすということを.
比較的簡単に行なえます.

BASICのプログラムを扱う場合( APPLE IIでは
BASICのプログラムのファイル中間言語で持かれて
いるので， テキスト ・エディタで直後 それを扱うこ
とはできませんが).行の始めの部分， すなわち行番
りで行をさがせると便利です

このコマンドを飢えば それを行なうことができま
す(使用例3.参照). 

Insert ぉ* ・

ポインタの指す行の次に， 新たな行を?で区切っ
て任意の数だけ柿入するためのコマンドです.

Ni入をやめたいときは今:行を入力します (すなわ
ち?を 2つ続けて入力します).最後の今:行は姉入さ
れません.

コンマなどの特殊文'í=を入力することはできませ
ん(プログラムの説明の行番号1630のところを参照). 
このコマンドの実行後， ポインタは故後に姉入され
た行を指します(使用例4.参照) • 

〔注意 Insertのづi数五本 は. ttこ説明したような
任必tflli1の文寸:列のならびをぶします.

(4 ) その他のBATEコマンド

以卜ーのコマンドはポインタの位;nを変えません (た
だし. ENDについてはポインタの伏目は問題になりま
せんが). 
END 0: 

BATEの実行を終fしたいときにflJ.!います. この
コマンドを入力すると. BATEは?は 、SAVE�

FILE ?"と聞いてきます. そこで?をすぐ入力する
とただちにBATEの実行は終りますが. 宅でない5c
. i:手1Jに続けて?を入JJすると. その文'i:列を名前と
するファイルにテキスト全f本がtß力されたうえで'ぷ
行を終fします (full spellにしたのは.、、END" を
入JJした後はいずれにしてもBATEの実行を続ける
ことができないため. 誤ってこのコマンドを入JJす
ることは危険だからです.

また， 、、SAVE�FILEγ ときくのはファイルを
Saveするのを忘れていないかどうかを雌認するため
ですL

List 
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現在ポインタが指している行から始まる J行をリ
ストします. i> 20のときには20行ごとにリストを中
断しますので?を入れてください:

ポインタが指している行以降にi行水制しかテキ
ストが作在しないときは， 最後までリストしたあと
( 1 行あけて)"END�OF�FILEH とぷ示します.

APPLE IIの場合. I C;;ON官ROLl 園 をタイプする
ことによってリストを中止することができます(

なお， ポインタカ�Topを.n守しているときはJ一1 f j' 
しかリストされません.

READ s: 

文{:列5を名前とするファイルからテキストを入
力します. それまでにメモリにテキストがあっても.
それは消されます.

READの実行後， ポインタは入力された最後の行
を指します(full spell tこしたのは，‘READ " がすで
にあるテキストを消してしまう 『危険なd コマンド
だからです )• 

Save s 
文字列討を名前とするファイルにテキスト全体を

出力します. ぷとして宅列を入力する(すなわち?だ
けを入JJする)と. もっとも占主近READコマンドで
入力したファイルに出力されます(したがって， その
ファイルのもとの内符はお獲されます. すでにある名
前のファイ1レを指定したときもrli]じです).制集中に
事故が起こってテキストが火なわれてしまうのを避
けるた め，ディスクのあるシステムではときどきSave
をしましょう.

Veri fy ON IOFF: 
BATE tこは;、、verify o n" と 、verify o ff" σコ2

つのモードがあって. このコマンドで それを切り特
えます.

verify o nモードでは， 件コマンドの実行後にポ
インタが指している行の内脊がぶ刀之されます. (ただ
.L. ポインタがtopを指しているときはぷぶされませ
ん). 

また. Change allコマンドを実行したとき。 変JJ!
のあった行の内谷を (変更されたrlJJ数だけ)表示し
ます.

verify o ffモードでは. これらはぷ示されません.

(5) APPLEII BASIC/DOSのコマンド

APPLE II で BATEを快うと. 上のコマンドのほか
に APPLE II のコマンドの幾つかをBATEのコマンド
とI，;Jじようにして{従うことカぎできます.

たとえは乙CAT ALOG. DELETE�ファイyレ名，
PR拝I1なでが飢えます (この場合の DELETEと.
BATEのDELETEコマンドは無関係です)• 

PR拝11を快うことによって. テキストの一点目分ま
たは全体のリストをプリンタに出力することができ
ます.

また， ディスクからファイルをREADした後にデ
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イスクをとりカ‘えて. CATALOGをとってカ込らSave

することによって，データ・ファイルを別のディスク
に移すこともできます.

しかし. 逆に InsertなどでこれらのBASIC/DOS
コマンドと同じ文字列を入力するときには， 引用符
、を付けなければなりません.

周倒
BATEの使用例をあげます. 下線をヲ|いた箇所が鍵

量生から入力した文字です. 例はいずれもVerify on モ

ードの場合です.

1 . 空列のChange

( 1 ) [1 REM PR GRA 

-"-:W!1I�.CWs;..l 

S， S 下

100 REM PROGRAM ー

、‘，J

、、』J

内t

nd

，，.、

，f、

( 1 )はポイ ンタが指す行の元の内蒋， (2)において，

Sl=ホ ヘ S 2=ホ 10ぺ( 3 )は変更されたポイ ンタが指

す行の内容です.

2. テキストをすべて抹消するニと

'> T P � 

BI.��"��=-r�""""""""""""'" 
l、99999�

99999 LINES?(Y N)Y? l 
E 1�.._èE:Ii FILE 

3. Findの連続

••••••
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R
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S

9

K

E

E

E

 

O

1

9

A

B

K

B

 

T

L
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T
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A

A

A

\〉

\

l

T

G

T

T

------
----
----
----
----
----
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-­

E

l

 

L

A

 

I

N

 

F

E

 

R
 

F

?

A
 

O

D

?

R

 

N

A

E

 

D

l

T

B

?

?
 

N

F

〉

A

F

〉

E

〉

S

T

〉

S

( 1 ) 

Findコ マ ンドで ホTA" をさが すと， 最初の行は空白

で始まっている ので見付からず 2行目が見付か る( 1 ).

もう 1 度さがすと 4 行自が見付か る(2 ) . 次も同様.

4 .  Insertと Changeの組み合わせ

ーIN ERT� 

S 、Dear Mr. Apple. � 

. You are ver ex en5ive � 

S 50 I can not bye y ou 7 

50 can not bye yOU. 

•

 

•••••••

 
)

)

 

l

ワ臼

{

(

 
> H NGE7 

， -/bye， buy7 

50 can not buy you 

Insertの直後はポイ ンタは最後に挿入した行を指すの

で， ( 1 )でミス ・ タイプをしたことを?を入力した直

後に気付いたときは， 空列を入れ(2)， Change でミ

スを直します ( その後Insertで続きをタイプす る). 

5. 閉じた使用例1 (すでにあるファイル編集)

BASICのレベルからBATEを呼ぴ出し， 再びB A

SICのレベルへ戻 るまでの『閉じた』例を示します.

まず， すでにあ るファイルを編集す る場合です. 

• eA D AT 7 
RUN7 

BATE A 4 

.:.=r!lDli:.j 

I AME .A C 117 

11jjj 
.Il I::��I 1..:I... .. eì øeIQ:il 

- � 。 UDJ --

�.I] lICi 8本8 。 ..3"�1 .IJ 

� .:.I::..�.. 

-.J [:l::II�.. RêJ:'MII. '" 

� � 

r.ll � 

END OF FILE 

.， 
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�.'J 1 F 1 1 8 * 8 0 T HEN 5 0 
.CHANGE7 
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�.'J・ IF 1 INT (1 8) * 8 0 THEN 50 
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6. 閉じた使用例 2 (新たなファイルを作ること )

次に， 新たなファイルを作る， 閉じた例を示します.
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応用について
始 めに書いたように， エディタを使えばプログラム

やデータをテープやディスクにしまったり， いったん

しまったプログラムやデータを取り出して編集したの

ち， 再ぴしまったりすることができます.

そこで， 成績処 理や統計処 理などの応用プログラム

は， (ディスク・ベースの場合には入力すべきファイル

の名前だけを鍵盤から読み込んで) ， テープやディス

クから入力するようにすれば良いわけです.

BATEで作ったファイルには， 最後のデータの次の

行に や1*かが舎かれるので， 応用プログラムは それを

使ってデータが誤っていないかどうかを検出すること

ができます.

また， 応用プログラムは， その出力をテープやディ

スクに出力し， かつ， データの終りに い1*砂 を書くよ

うにすれば. BATEを使って その出力の一部を取り出

してみたり， それをキ扇集して別のプログラムの入カフ

ァイルとして使ったりすることができます(図1 参照) • 

成績処 理のばあい， たとえば次のようなファイルを

エディタで作ります.

一一組， 番号， 名前
一一英語の点
一一数学の点
一一国語の点
一一組， 番号， 名前
一一英語の点

-数学の点
一一国語の点
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これをエディタ ( のListコ マ ンド) を使って正しく

入力されたかどうか確かめたあと， 成績処 理のプログ

ラムを走らせます.

成績処 理のプログラムは上のファイルを入力し， デ

ィスフ。レイ (またはフ。リ ンタ) とファイルに出力しま

す.

処 理の途中でエラーが起こったときはあわてずに原

原をよく調べ， データに誤まりがあるとわかったとき

は， 再ひ・エディタを使ってファイルを直します.

必要なだけのこの操作を繰り返すことができます.

具体的な応用例については， 機会があれば別に述べ

たいと思っています.

フロクラhと号の説明
ミニ ・ フロッピー・ディスクイ寸きのAPPL E IIのた

めのBATEのプログラム・リストと， 簡単な説明をし

ます.

行100で名前と版( A 04) を表示します. 行200は例

外 (=入力の誤り， プログラムに虫がいたときの配列

添字の範囲から外れなど) が起ったとき行 50000 に飛

ぶことを指定 しています.

行300の仰は空列ではなく1 CQNTJlQL ! 日目 。です.

行530のTXT $はテキストを入れる配列， 行580 のP

T R はそれを 1対 1 に指す r ポイ ンタ』からなる配列

(PTR (n) = iのときPTR(ゅはTXT $ (i)をf旨してい

ると考がえる) ， 行550-555のPL， PU は， PTR のな

かを指す rポイ ンタ』です.

プログラムの実行中， これらの関係は図5のように

なっています(前節まで『ポインタ』と呼んできたもの

は， プログラムの上には存在せず， それが指す行はP

L が指す行より 1 つ前の行だということに注意してく

ださい). 

したがって， ポイ ンタを下げる(D own， Bottom) 

ときには図6のようにPTR(PU )， PTR(PU + 1 )， 

ーの内容を PTR (PL)， PTR(PL+ 1 )， 一・・・・へコ

ピーして P L ， P U をずらせば良く， ポイ ンタをあげ

るとき (Up， Top) は その反対のことをすれば良いわ

けです.

ただ， Down ， Upの場合には指定されただけの行数

が存在しないことがあるので， 多少の注意を要します

さて. 行1023-1027では， verjfy onモードで ポイ ン

タが先頭になければ ポイ ンタの指す行を表示します.

行1500-1670はファイルへの出力をおこなう副プログ

ラムですが， これについてはSaveのところで説明しま

す. 行2000-4910は行1030で入力したコ マ ンド(名)を

解析し， それぞれのコ マ ンド・ イ ンタープリタに分岐

します， 行4850では， コ マ ンドが空列のときはもう一

度コ マ ンドを読みに行っています (この行があるため

にAPPLE IIではBAS IC/DOS のコ マ ンドが "COM

MAND ER ROR!砂 といっておこられずに使えるの

です). 

行11000-11170 ではBottom コ マ ンドの処 理をしま

すが， これについてはすでに簡単に触れたので説明は

省略します

行12000-12810では Change コ マ ンドの処 理をしま

す. top にいるときChangeをしようとすると， 行12120

のメッセージが出力されます.

行12140で ポイ ンタの値をCPTに人れ， 行12150でさ

図5 TXT$， PTR， PL， PUの関係(例)

PTR TXT $ 

ポインタが指すj[ 園、 � テキスト
(円Rから指きれないゴミを合む場合もある)

PL 

PU 

テキストを山部分 l 

〆
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図6 Down の実有

PL 

PU 

E二:>

実行前のPTR 実行後のPTR

がすべき文字列の長さ を Lに入れ， 行12160-12180で

きカずします.

見付かれば行 12500 へ抜けますが， それ以降の部分

で本質的なのは行 12800です. 行 12510-12710 は L E

F T  $ (・， 0 )， R I  GHT $ (・， 0 ) がとれない(お

こられる) のでしかたなく付けたのです.

LEFT $ (・， 0 )， RIGHT $ (・， 0 )カぎおとなし

く空列を返してくれれば こんな面倒なことはしなく

てすむのですが.

行13000-13530はDown コ マンド処 理ですが， これ

も説明は省きます.

行15000-15250はFindコ マンドの処 理です. 行15110

-1 5120でPTR (PU ) からPTR (SIZE) までがf旨す

テキストの中を逐次きがし， さ がしている文字列が見

付かれば行15200-15240で ポdンタを そこへ移します.

行18000-189 00はInsertコ マンドの処 理をします.

InsertはTXT$のあいた場所に新たなテキストを入れ，

PTR (PL)， PTR (PL+ 1 )， ・一一・で それをf旨すよう

にし， 終ったら P Lを新たに入れた行数のぷんだけズ

ラせば良いわけです.

Insertしたため行数が限界を越えると， 行18500でエ

ラー・ メッ セージを出します.

このようなときにはいったんSaveして善後策を練っ

てください (いったんSaveしてREAD すると， 編集

中にD ELETEした行数のぷんだけ余裕ができます).

行21000-21510はListの処 理をします. ポインタの

指す行だけ特別扱いをする必要が生じています.

行27000-27160はReplaceコ マンドの処 理ですが，

特に説明の必要はないでしょう.

行28000-28210はSåve コ マンドの処 理です. 実際

に仕事をするのは行1500-1670の副プログラムなので，

ここで その説明をします.

行1610-1620でファイルを書き込み可能な状態にし

152 
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ます (これらはAPPLE独特のコ マンドです). 

行1615-1648でテキストをファイルへ出力し， 行16

50でファイルを閉じます (これもA PPLE だけのコ マ

ンド.

ただし， ここでファイル名を警かせているのは人聞

のために

ところで， BATEでコ ンマなどの特殊文字を含む文

字列を扱えない (lnsertコ マンドの説明を参照) 理由

は， INPUT文でコ ン マを含む引用符なしの文字列を

入力することができないからですが， 行1630と1644を，

! ?11)

l

; : ぷ? と3 4); T X T $ (P T R 

のようにすると， Saveコ マンドで出力したファイルを

再びR EADしでもコ ンマなどを正しく入力することが

できます.

その代わり， それを別のプログラムで数として， ま

たはいくつかの数や文字列が並らんだものとして読む

ことはできなくなります(機能の向上 についてのSave

Quoteコ マンドを参照). 

なお， 上 のようにしでもあいかわらず引用符ホ は扱

えません， 処 理系によっては， TXT $ (PTR(I)) の

中に表われる引用符を 2 つの引用符で置き替えてやれ

ば扱えますが， APPLE 11ではだめです.

さ て， 行29000-29 150では Top コ マンド， 行31000

-31530ではUpコ マンドの処 理をしますが， 説明は省

略します.

行32000-32160はVerifyコ マンドの処理ですが， こ

れも説明は不要でしょう.

行36000-36150は D ELETE コ マンドを処理します

が， これはただP U をズラすだけで済みます.

そのかわり， T X  T $のなかにゴ ミができるわけで

す .
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行37000-37530はREADコマンドを処理します. 行

37110-37120でファイルを読み込み可能な状態にして.

行37125-37170で入力します.

ここでも限界を越える行数が入力される可自副主がある

ので， それをチェックしています. 正常に入力が終れ

ば行37510でファイルを閉じます.

行3 8000-38510はChangeall ?マンドの処理ですが，

これはChange， Findと似ているので説明は省きます.

行39000-39140は ENDコマンドの処理です. テキ

ストの出力が必要なきときはSaveコマンドと同じ函IJプ

ログ ラムを呼んでいます. 行 50000 以下は例外が起こ

った ときの処理をする部分です.

移植について
BATEは， 文字列変数を持ち， L EFT$， MlD$， 

R IGHT$といった関数を持っていれば， 実数B ASIC

の上にでも整数BASICの上にでも移植することができ

ます. (上 のプログラムはな りゆき上実 数BASI Cの上 に

作ったのですが， その結果必要もないところにコスト

のかかる実数を使うはめになり，整数BASICのほうが良か
ったと思っています. APPL E II では， 実数BASICの

上で作ったファイルをLOADすると自動的に実数B A

SICに入ってしまうので， このようなとき不便ですに

APPLE II以外の機械や， テープ・ベースのAPPL E

IIに 移植するに は， 場合によっては次の点を直さなけ

ればなりません.

@標準のBASICでは， 名前は1 文字の英字. またはそ

れに1 文字の数字が付いたものですが， 上のプログ

ラムでは 2 文字以上の英字列をつかっていますか

ら， これを1 対1 に対応する別の名前に誼き替えな

ければなりません.

@行番号として4桁以下の数しか許されないBASICの

上へ移植するときなど は， 行番号のつけかえが必要

です.

上のプログラムの行番号はほとんど10の倍数にな

っているので， 10で割って同じ番号になったところ

だけ付け替えるのが簡単でしょう(GOTO文やGOS

UB文の行き先も忘れずに直しましょう). 

@行200および50000 - 50025 は. 実行中に例外が発生

したときにエディタから抜けてしまうのを避けるた

めに付けた部分です. そのためにいくつかのコマン

ドの実行を中止することが可能になっていますが.

それ以外に特に問題点はないので， 除いてもさしっ

かえありません.

例外処理の機能を持たない BASIC の上に移植す.る

ときは， この部分は削ってください.

@行520で.配列の大きさを決める変数(実は定数)の値

を定義していますが. RAMの少ない場合にはもっ

と小さ〈する必要があるでしょう.

@行1500-1670ではテキストをファイルへ出力し てい

ますが， ここは機種に依存するので書き直す必要が

あります. また， 行37000-37530ではテキストをフ

ァイルから入力していますが， 出力の出合と同様こ

こも書き直す必要があります.

ファイルの入出力に関係して行 300でD$を定義し

ていますが. 他の機種へ移すときはこの行は必要あ

りません.

機 止について
BATEのコマンド体系はまだ充分とはいえません.

次のようなコマンドを加えることを考えていますが，

まだ最終的な決定をしていません.

BATEを拡張して使いたい方のた めに書いて おきます.

Append s 

ポインタを指す行の行末に文字列 Sを付けたしま

す.

Find String s 

文字列Sを含む行をきがします. Findと違って.

Sは行の途中にあっても良いわけです.

Find Line s 

行全体がSと一致する行をさがします. B.\TE で

はコンマが入力できないので， それが扱うテキスト

はごく短い行の集まりになりがちで， Findを使ってみ

た結果それよりはFind Lineのようなコマンドのほ

うが便利なように，思われます. なぜなら

1 

という行をさがしたいとき， Findだと.

100 

のような行も見付かつてしまうからです.

Merge s 

Sはファイル名. READコマンドに似ていますが，

すでにあるテキストを消さず， Insertのようにポイ

ンタの指す行の次に挿入します.

Save Quote s 

Sav eとほ閣司じですが. 特殊文字を合む文字列を

BATEのREADコマンドで読めるように引用符をつ

けて出力します. このコマンドを作れば. 引用符を

のぞく特殊文字を扱うことができるようになります

( Insert では， 引用符を付ければ引用符以外の文字

は入れられます)が， SaveとSave Quoteをイ晶、分け

るのはわずらわしし 間違いのもとです.

BATEの欠点とその掲篇
B ATE はBASICで書かれているうえ速さに格別の考

慮を払っていないので， Top， Changeallとい ったコ

〆
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マ ンドの実行はかなり遅いという欠点があります. し

かし， Top， Bottomなどに関していえば， 速さはミニ ・

フロッピー ・ ディスクに比べれば充分速いといえます.

したがって， 大祉のデータを扱うときにはREAD，
Saveにかかる時間のほうがはるかに問題です(APPL

E IIでは5- 20行/秒くらいの速さ です). 

この点はテキストのディスク/テープ上の表現を変え

たり， 入出力の部分を書き直したりすればある程度改

善されるでしょうが， 根本的な解決はハード ・ ディス

クなどより高速な媒体の導入によるしかないでしょう.

コ ンマなどの入力が難かしいのも， B A SI C のIN

PUT文を使ったゆえの欠点です. しかし， この点はI

NPUT文を機穂に依存した入力文で書き替えることで

解決可能のはずです (たとえば PC-8001 なら LIN E

IN PUT文でたちどころに解決します). 

また， 参考文献にあげたエ テ'イタ とは追って， メ

モリが充分あることを前提としているので， R A M が

16K B未満のシステムではこのまま使うのは困難だと

思います. 必要度の低いコマ ンド(たとえばChangeall)

を1'f1Jることで， より小さなシステムでも使えるように

なるでしょう.

おわDに
始めに述べた5つの目標は達成することができたと

思います. BATEは上に述べたように幾っか欠点を持

っていますが， それにもかかわらず ， エディタがない

場合に比べると， 大変便利です.

ふの便利さは， ( そして不便な点も)使ってみなけれ

ばわかりませんから， まだエディタを使ったことのな

い方にはもちろん， ほかのエディタを使っている方に

も使ってみていただきたいと思います.
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BATE プログラム リスト

3し1ST

10 REl'l:+:寧本市*本市時c**司院本本:+:*)ド*l事*本*寧$
20 REl'l B白TE (BAS 1 C TE:>::T ED ITOR) 
22 F.:E刊
25 REl'l 
3(1 RE�1 

向UTHOR: T.Kγ. 

1 øø PF.: 1 t-n "B向TE A04・・
12(1 険E門
140 F:al --- 1 I、lPLEMEt-lTぬT 1 ON (:tEPEt�D 

Et-n P内駅T
2(1(1 ONERR GOTO 50000 
300 (:;宰 = "": PEt1 < COt.HF.:OL'子む
500 REt・ 宇〉転車本:+::'事:事事市:坤.本:+:牢本場o車場c*:+:本:+・市・

510 REM --CONST白�H
ち20 !:: 1 ZE = 2000 
525 F.:Et'l --GLOBぬしりぬRI白8LES
530 DHl T父丁寧(SIZE)
540 RE門 PU，PL:POINTERS TO PTR 
ち50 PL = 0 
555 PU = SIZE + 1 
560 Ral 門ぬ>�:Et�[H)F -TE::-::T PO 1 NTEP 
Sア(1 t'l向父 = (1 
580 DIM PTR(S!ZE) 
59ちURFY = 1: REM UERIFIC向Tlot.� to1O 

DE 
1 ØØ0 F.:al *:+:本:+:寧時:寧車場:車・・:+:・革本市:市':**:'章常+::+:

1010 Ral Cor'lM尚t.lO RE白DEF.:
1020 REt'・1
1023 1FリPFY = 0 THEN 1030 
1025 IF PL = ø THEt.� 1を130
1027 PF.: 1 HT Ti-::T宰(PTR(Pし ー1"))
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1040 
1500 
1510 
1520 
1E.Ø0 
1610 
1615 
1620 
1 630 
1640 
1641 
1642 
1644 
1646 
1正:.48
1650 
1660 
16ア(1
2ØOØ 
2010 
2(120 
2100 

2200 

2300 

250(1 

2800 

!!."輔君亡事
関!TO 2関8
RÐ司 ******耳慣***副院***唱匝*****

舵:M S油ROUTINE S臥疋
陸将
PRINT D釘"OPEN ":H削'1E$
PRINτ[>$; "WRITE .. n.f命ME$
IF PL = e T慌ト.� 1641 
FOR 1 = 0 TO Pし - 1 
PRIt-lT TXT$(PTR<I)) 
NE>�TI 
IF Pυ> SIZE THEN 1648 
FOR 1 = PU TO SIZE 
PRIHT TXT$(PTR(I)� 
NEXT '1 
PRIHτ "/*" 
PfぞIHT D$;"CLOSE ";H命阿E$
PRINT "TEXT SAυED" 
RETURH 
REM ****・*耳炉事副院本*本********

REM CO附AND州札YZER
REM 
1F C$ = “B" OR C$ == "BOγTOM 

" THEN 11000 
!F C$ = "C" OR C$ = "CHAHGE 

" THEH 12000 
IF C$ :::: ttD" OR C$ = "DOWN" THEt� 

13eøe 
IF C$ :::: "F" OR C$ :::: "FIND" THEt� 

1'50t10 
IF C$ :: ・・1" OR C$ :: "INSERT 

11 THεK18000 
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13115 IF PU + 
9 

13129 PTR(PL + 
13140 t�E ::-::T 1 
13150 PL = F'し + �.� 
13160 PU = PU + N 
131アo 130TO 1000 
13500 PRINT "END OF FILE" 
13510 PL = PL + 1 
1352ü Ftυ = Pり + 1 
13ち30 130TO 1(100 
15000 REt'l 京市牢申寧"+:寧*本*本市場・*申・ホ申P本市:牢寧:+:

市市

1ち010 F.:EN F 1 ND CO門門向付E・
1ちの20 F�Et'1 
15100 IHPリT "さ'�." ;古TRG宰
1ち113ち IF :3TR'3宰= "" THEt-1 
15107 S宰 = :::TRG宰
1ち110 FOR 1 = PU TO SIZE 
1ち115 IF ::::;t = しEFT宰(T>::T宰(PTP(I

")・:0， L-Et.JくS宰・，、 THH� 1520(1 
15120 t.IE:押I
1ち140 PRIt.H "さTF: 1 t.j13 �!OT FOυトl(:!"
Iち150 1"30TO 1000 
15200 FOR N = PU TO ! 
15210 PTF:<PL + 十I - PU:;' = PTP< H> 
15220 t�E�<T‘ト{
1ち二:30 PL = PL + 1 - PU + 
15240 PU = 1 + 1 
152513 130TO 10130 
1 :;::000 REt'l **京*市:本市:字本車時o牢*市:+.・7申牢京市:.:・+\申

噛・

18010 REM INSERT CIコ円円内r'!D
� :::(120 REf'l 
18030 FOF' PL = PL TO PU 申 i
1:3(14(1 IF Ì'円1白〉父.:: -( さ:::;IZE T トHEt付1:::10ヲ抑 G 
1gθちøヨ PRぞ行It付H "STORぞ白13E 01)厄F胃:Fし0\...1"

1:::C1三-:，0 PF: Hn "Plしc"白::;E :3白LりIE"
1:::0ア(1 130TO 1000 
1 :::100 It'�F'UT ":3>"; STRG宰
1::: 11 ø 1 F :::TF.:'3宰 = tI" THEt.j 
1:::120 �l向日 = 門ぬ:イ + 1 
18130 PTF:(Pし::. = t'1A::< 
1:::150 T日Tt<門内>:;) = 三;TR13宰

18160 t.IE :， ;T PL 

1::: 1アü Pし = PU 
18900 60TO 1000 
2100(1 RE門 市:本車:本本**京本:+::+:*:+:・**京市・帝京市:市:宇

市:申

21010 F�EN しI::::T (:0門門白ト�D

21Ø20 RHl 
2110�ぅ !��PUT 

tt 1 ・ゾ'H!
21109 IF PL = 0 THEN 21118 
21110 F'F:ItH n・介宰 ( PTF: (PL - 1) > 
之111ち IF t.� = 1 THEトj 21ち10
21118 FOR 1 = 0 TO N - 2 
21125 1 F PU + 1下・3IZE THHI 2140 

�J 
2112ア IF 1 由 IHT .:: 1 'ノ 2θ :+: 20\ 

19 THEN 21130 
2112::: 1 t.IPUT :31.，.1宰

21130 PRINT TXT宰<PT吹くPU + 
21160 t'�E日T 1 
21165 GOTO 21510 
21400 PRINT 
215�3(1 P匹:ItH "Et.m OF FIしE"
21510 130TO 1000 
27000 F.:Et'・ 本市市本:+:唾，:*本:本市車市':*'寧本市**坤・;事**

:+: 
27010 
27020 
2ア10Ø

--"-

BATE プログラム リスト

)- Slょと IHEN 13�ω 

= PTF:<PU + 
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THEt-� 
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OF: C$ = 

OP C$' = 

し

T 

11 

IF C$ = “RE前[:t" THEt.j 3ア00白
IF C宰= "C白" OR C宰= "CH吋.Ki

EtLミしし" THEt.j 3:3000 
4:::4(1 IF C:t = "Et.m" THEt.� 39000 
4:::ちø IF c:t = " " THEH 1000 
4900 P吸ItH "1こロト1門付.10 ERF:OF.:!" 
ィl'?10 130TO 1000 
110(1(1 F:El'l 本市(:1事時:本市:市o車場c*****市'::+::+:本本:事

11010 REM BOTTOM COM門ぬNO
11020 PE卜1
11100 IF F'り
1111(1 t-4 = 81ごE
11120 FOP. 1 = 
11130 PTP(PL + 
11140 HE;:ペT 1 
11150 Pし = Pし + t・4
1116θPU = PU + ト4
11170 130TO 1000 
12000 P.E1'1 京***'申寧*****場r.***本*本寧本*

12e10 P.EM CHぬt'l13E COl'1門白川む
12020 REI'1 
12100 INPUT "S.S)";吉PC$.DST$
12110 IF PL < > 0 THEN 12140 
12120 PPIH T " 1しLEG向L OPEP.内TIOtr'
12130 130TO 1000 
12140 CPT = PTP(PL - 1) 
12150 L = しEt4ぐ SPC$)
12160 FOR 1 = 1 TO LEN 

T)> - L + 1 
12170 IF MIDt (TXT$(CPT)，I.し::. = 

:::P.C宰THEt� 12500 
12180 �ln:T 1 
12190 PP I tH tI STF.: It413 NOT FOUt.1D 11 

12200 130TO 1000 
12500 しし = 1 - 1 
1251(1 F札 = しEN (T::<:T宰(CPT))

L + 1 
12520 IF LL > 0白t.1D F.:し;:. 0 THEN 

12:300 
12530 1 F F.:L >- 0 THE�l 12700 
12540 IF しL )- 0 THEN 12600 
12550 T�H$ (CPT) = DST宰
12560 130TO 1(100 
12600 T父T$(CPT) = しEFT$

Tラ，しし) + むを:T宰
12610 80TO 1000 
12ア00 n=:T$(CPT) = むきT宰 + 

<T父丁寧(CPT>， F.:し〉
12ア10 130TO lØOØ 
12800 n介事(CPT) = 

T)，LL) + DST宰

寧(CF'T) ， F.:L) 

12:310 80TO 100Ø 
13000 F.�E卜'1 :+:市c:+:市・:+:**'事:客車防本******時:

1301 ø REt'l DOtJ.lt.� CONM件'�D
13020 F.:EM 
1305(1 WPUT 
13110 FOF: I 

iち11(1 

1000 

1 

(n:T宰(CP

1 

(n:T$(CP 

FW3HT宰

LEFT$ (n:T宰(CP
+ RIGHT宰(TXT

THEt� 1000 
+ 1 
t.j - 1 
PTF.:(PU + 

さ・IZE- PU 
ø TO 
D = 

斗ア00
4800 

REt1 REF・し尚CE CClt1t'l角川(:t
REt-1 
F.:E�l LOOP 

155 

〆

II>";�4 
= 0 TO N由



1/0 
BA TE プログラム リス ト \ 

2ア 1 1 0 I F  PL = 0 THEN 1 00e . 
2ア 1 20 PR I NT TXT$ ( PT R ( PL 申 1 ) )
2ア 1 30 I NPリT " ー > " ; STRG$
27 1 50 TXT$ ( PT険 ( P し ー 1 ) ) = STRG$ 
27 1 60 130了。 1 000

28000 RE門 *本*********本**事*本市本

280 1 0  REM SぬI..JE CO門付帥倒〉
28020 REM 
28 1 00 I NPUT " F I LE H白ME ) " ; 附鴨
28 1 1 0 I F  NM$ = " " T HEH 28200 
28 1 20 ト怖ME$ = NM$ 
28200 GOSUS 1 50 0  
.282 1 0  60TO 1 00 0  

29000 REM 林榊脚本林判州制綿判制

290 1 0  REM TOP CO附首IANI)

29020 REM 
29090 I F  PL = 0 THEN 1 000 

29 1 00 FOR 1 = 1 TO PL 
29 1 1 0 PTR ( PU - 1 )  = PTR ( PL - 1 )  
29 1 20 NEXT 1 
29 1 30 PU = PU 四 PL
29 1 40 PL = 0 
29 1 50 60TO 1 000 

3 1 00 0  REf'1 ***常事*本市*宮駅********

3 1 0 1 0  REM U P  COMMぬNI>
3 1 02 0 .  REM 
3 1 1 00 I NPUT " 1 > " ; N  
3 1 1 05 I F  �t < = 0 THEN 1 000 
3 1 1 1 0 FOR 1 = . 1 TO N 
3 1 1 20 I F  Pし < 1 T舵N 3 1 500 
3 1 1 30 PTR ( PU 四 1 ) = PTR 正 PL 四 1 )
3 1 1 40 NE�<T 1 
3 1 1 50 PL = PL - H 
3 1 1 6 0  Pυ = PU - H 
3 1 1 アo 6010 1 000 

3 1 50 0  PR I HT " BE G I HH I HG OF F I LE "  
3m e pL Z  PL - I + 1  

1 520 PU . =  PU - 1 + 1 
3 1 530 60TO 1 000 
32000 REIマ 申**本*� ****�院本****

320 1 0  REM tlE R I F'r' CO門門命NO
32020 RE t'1 
32 1 00 1 t4PUT " O�l/OFF? " ; Sl •. I$ 
32 1 1 0 I F  �3ω$ < > " mr' THEH 32 1 4  

g 
3:2 1 2(1 I.}RF .... ' = 1 
32 1 30 !30TO 1 0013 

32 1 4(1 I F さ1.，.1宰 -< >- " !JFF " THEN 32 1 
0e 

32 1 50 t'I":F'，' 雪 。
3:2 1 60 60TO 1 000 
3ε 0ØO F.:EI可 *本市市r * 可申**市事f牢****ホ***判官

三6Ø 1 0 PEM DELETE COMM向HO
36(21). REf可
36 1 00 1 HPUT " 1  > "  ; t.� 
3E. 1 0::: I F  t.l く .:. THEト1 36 1 1 0 
36 1 03 PR I NT N ; " L I NESう ( \'.....十.1 ) " 

3':. 1 04 1 NPUT 9\1$ 
3E. 1 0己 I F き1，.1宰 = .. '.... " OR SI.o.I宰 = " '/ES 

THEt l 36 1 1 0 
36 1 0::: 80TO 1 000 
36 1 1 0 PU = Pり + 付
36 1 20 I F  PU < -= :=: I ZE THEN 1 000 
36 1 3(1 PR ! tH " Et.m OF F I LE "  
36 1 4 (1  P U  = き r ZE + 1 
36 1 ち(1 GDTO 1 13130 
37eøø REI'" 申市本市市市:申申t 申，*京本1本市*本本:+:・本本*

370 1 0  RεM REぬD CO�1門向HD

3ア0Z0 PE�1 
3ア 1 0Ø H lF'UT " F I LE N白門E 〉 " P ト柏村E$
37 1 1 0  pF.: Hn C'f ; " OPEN " ; ト柏t'1E:f
37 1 20 PR I N T  D 宰 p '・ REA[) J I ; HAME$ 

15 6 

" ;  Hぬ門E$

R I I3HT$ 


